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I.はじめに 

 2015 年の 11 月から 12 月にかけて、南タイのリゾート地クラビで、第 7 回

SEAAN(Southeast Asia Astronomy Network)のミーティングが開催された。主催は、チェ

ンマイのNARIT(National Astronomical Research Institute of Thailand)である。これと

並行する形で、11月 30日から 12月 1日まで、History and Heritage Working Groupの

ミーティングが“Researching the History of Astronomy in Southeast Asia”と題して行わ

れた。ここには東南アジア各地の若手も多数出席しており、今後の東南アジア天文学史の

研究が期待される。日本からの出席は、岡崎彰先生と私の二人であった。以下、その時に

話したことの一部を中心に、東南アジア天文学史の展望を試みたい。 

 ミーティングが行われたタイでも、日常、伝統天文学に関連することが見られる。例え

ば、下記のような旧暦が売られている。（図１、タイのさまざまな旧暦） 

 



 また、タイには様々な、旧暦の基づく祭りがある。中でも有名なのは「ソンクラーン」

（Songkran）と「ローイ・クラトン」（Loy Krathong）である。「ソンクラーン」は、太陽

が白羊宮に入る時の祭り、つまり本来は春分の祭りで、現在は 4 月 13 日から 15 日までと

されている。一方、「ローイ・クラトン」は、タイの太陰太陽暦の十二月の満月の日とされ

ている。春分の祭りが実際の春分とずれているのは、インド暦の影響で、恒星年（回帰年

より少し長い）を使っているからであるが、タイの旧暦は単なるインド系の暦というわけ

ではなく、中国暦の影響もあり、タイ独自の暦法を形成している。このように、東南アジ

アの天文学史は、その複合的性格を、多方面から解明することが必要である。 

 

II. 地理的概観 

 

  (II.1) 東南アジア大陸部（Mainland Southeast Asia） 

  東南アジア大陸部については、かつて漢字文化圏に属したベトナムと、インド暦の影響

が大きいタイ、ラオス、ビルマ、カンボジアについて、分けて考える必要がある。（東南ア

ジア大陸部の天文学史の概観については、Ôhashi,(2008)参照。） 

   (II.1.1) ベトナム 

      （固有の伝統天文学 + 中国の影響） 

中国の伝統暦が、かつてのベトナムに導入された。しかし、必ずしも毎年の暦を素のまま

輸入していたわけではなく、計算法を導入し、毎年の暦はベトナムで計算していたことを

示す、興味深い史料がある。それは、江戸時代の 1765~1767年にベトナムに漂流した日本

人の「安南国漂流物語」（筆者不詳）（1767）という記録である。すなわち：  

「一、安南の去年の暦をもらひ候に、國號年も南京とは違ひ申候。當亥の閏月あんなん

日本はおなじ閏九月、南京の閏は七月に御座候。然らは大清國とは別王別國に可有御座候。」

（『日本庶民生活史料集成』第五巻（漂流）、（三一書房、1968）p.595.） 

当時は、日本では宝暦暦、ベトナムでは大統暦（いずれも二十四節気に「平気」を用い

る）を使用していたのに対し、中国では時憲暦（「定気」を用いる）を使用していたためで

ある。（大橋(2016)参照。） 

 さて、ベトナムでは、阮
グェン

王朝の 1813 年に「協紀暦」という名で中国の時憲暦が採用さ

れるが、阮王朝の明命
ミンマン

帝（在位 1829~1840）の時代に暦法改革が行われ、1837年に当時の

ベトナムの首都フエを本初子午線とされた。（Ôhashi, 2004, 2005参照。) 

なお、ベトナムのムオン（Muong）民族の、竹製の暦が、Nguyen and Nguyen (2004)

に報告されている。 

     (II.1.2) タイ、ラオス、ビルマ、カンボジアなど. 

      （固有の伝統天文学 + 中国の影響 + インドの影響） 



文化的には、中国雲南省の傣族はタイと密接な関係があり、両者をあわせて考えてい

く必要がある。 

また、かつてベトナムの中部南部に１７世紀まで存在していたチャンパ王国は、イン

ド暦の影響を受けており、その末裔であるチャム民族の暦法とともに考慮すべきである。 

東南アジア大陸部のインド系の暦法の詳細は、Eade (1995)に論じられている。以下、全

般的なことや詳細な参考文献は、同書と Ôhashi,(2008) にゆずるとして、いくつかの興味

深い事例を見てみたい。 

 タイの最古の碑文であるスコータイ王朝のラーム・カムヘン王の碑文には、「サカ 1214

年、辰年」という記述がある。これは、西暦 1292年に対応する。（Chamberlain (1991)参

照。）ここで、インドのサカ紀年と中国の十二支が併記されており、タイにおけるインドと

中国の影響をうかがわせて興味深い。 

 また、スコータイ王朝のリタイ王は、須弥山説に基づく仏教宇宙論を詳細に論じた『三

界経』(Traiphum)を１４世紀なかばに著した。（Reynolds and Reynolds (1982) 参照。） 

一方、1687 年にタイのアユッタヤー王朝を訪れたフランス使節であるルベールは、タイ

の文化についての詳細な記録を残し、その中には Souriatという暦法書が含まれている。そ

の天文学的内容については、天文学者カッシニが分析した。（Loubère (1693)に含まれてい

る。）これは、ヨーロッパに詳細が知られた最初のインド系の暦法となった。 

  タイの星座については、Saibejra (2012)が、Sunthorn Phu (1786 – 1855) が書いた叙事

詩 Phra Abhai Mani を引用しつつ、下記のような現代星座との対応を述べている。 

  オリオン: “亀”と“鋤
すき

” (Dāw-tau, Dāw-thai ). 

   ヒアデス: “旗” (Dāw-thong). 

   プレアデス: “鶏の子供たち” (Dāw-lũkkai). 

   ふたご: “柩
ひつぎ

” (Dāw-lōng). 

   カシオペア: “からす” (Dāw-kā). 

   アルゴ船: “ジャンク船” (Dāw-duang-lam-samphau). 

   北斗七星: “ワニ” (Dāw-cōrakhē). 

   うしかい: “仏塔の先端” (Dāw-yōt-mahā-culāmanī). 

   南十字とケンタウルス α, β: “竿秤
さおばかり

” (Dāw-khanchang). 

   ペガスス: “柩の運搬” (Dāw-hām-phī). 

 北タイには、13世紀終りから 20世紀初めにかけて、ラーンナー（Lanna）という独立王

国があった。そこには、インド系の独自の天文学があった（Soonthornthum (1998), (2006)）。 

 北タイのカレン民族の暦につて、飯島（1971, p.81, p.109）は、1963～64および 1964~65

年の調査に基づき、西暦１２月中旬から１月中旬のTaleから始まり、以下Teku, Tepe, Lasa, 

Denya, Lanwe, Laxo, Laku, Chimú, Chicha, Lano, Laplu という月からなるカレン暦にい

ついて記している。暦法そのものについての詳細は記されていない。 

 また、モン（Mon）民族は独自の文字文化を持っており、モンクット王が 1868年の日食



の予報をしたとき、ヨーロッパの天文書のほかに、モン語の天文書も参照したという

（Thongchai(1994), p.45）。 

 ビルマのマンダレー郊外のアマラプラ（Amarapura）には、1847に建てられたチャウッ

トージー・パゴダ（Kyauktawgyi Pagoda）があり、その回廊の天井には、３つの星図が描

かれている。以下は、筆者が 1984年に撮影したものである。そこには、多くのビルマ独自

の星座が見られる。 

 

     （図２、チャウットージー・パゴダの星図） 

 

ビルマの文化の初期の記録としては、Sangermano (1833/1893) および Shway Yoe 

(1882/1910) などがあり、ビルマの宇宙観などにいついても記されている。 

  ビルマの天文学についての最近の研究として、Gislèn and Eade (2014) および Gislèn 

(2015) などがある。 

    (II.1.3) チャンパ王国とその末裔チャム民族 

チャンパ王国は、かつてベトナムの中部南部に１７世紀まで存在していた。その暦法は

インド系のものであり、杉本(1956)は、今日ではその結論をそのまま受け入れることはでき

ないが、チャンパ王国の暦法について論じている。 

 現代のベトナムに住むチャンパ王国の末裔であるチャム民族の暦法については、中村

(1999)、吉本(2000) および、Yoshimoto (2011) がある。 

 



  (II.2) 東南アジア島嶼部（Insular Southeast Asia） 

    （固有の伝統天文学 + インドの影響 + イスラームの影響） 

東南アジア島嶼部は、多様な天文学の伝統を持っている。また、台湾の先住民とは文化

的に深い関係にあり、合わせて考えるべきであり、戦前の日本による調査記録『蕃族調査

報告書』（1913~1921）、『番族慣習調査報告書』（1915~1922）などに、当時の暦法などの

記録も散見される。一方、アンダマン・ニコバル諸島はインドに含まれるが、伝統文化は

東南アジア島嶼部に近いといえる。 

後世の中国やインドなどからの移民は別として、東南アジア島嶼部の住民は、便宜上次

の３種に分けられている： (1) オーストラロイド (ネグリトなど) (彼らはこの地域に非常

に古い時期から住んでいたといわれている (2) プロト・マレー人 (彼らは伝統文化をよく

保持しているといわれている)、および (3) マレー人。 

  この地域のインド系の暦については Casparis (1978)参照。インドネシア諸島では、７世

紀からインド起源のサカ紀年の刻文がある（仲田(1979)参照）。イスラーム暦については 

Proudfoot (2006)参照。この地域の天文学について、戦前にはオランダ語などによる調査記

録などがあったが、日本語では、その概略を全般的にまとめた、斎藤（1942, pp.304~321）

は概観するのに便利である。また、橋本（1943）には、主として Ginzel (1906) に依拠し

た東南アジア島嶼部の暦法などについてまとめた部分もあり、日本語で概観するには便利

である。そして、非常に詳細なものとして、Maass (1924, 1926)がある。また、Clawfurd 

(1820, Vol.1, pp.252 – 326) も参照。さらに、現代的な概観については、Hidayat (2000)お

よび Ammarell (2008)参照。 

     (II.2.1) マレー半島 

 現在のマレーシアでは、イスラーム暦が広く用いられ、マレーシアのイスラミックセン

ターでは新月の初見の発表などを行っている（河田(2008)）。 

マレー半島の天文学についての初期の記録については、Skeat (1900, pp.544 – 555)にま

とめられている。本書によれば、マレー半島のマレー人は、５日周期と７日周期を使って

いた。黄道十二宮の名にはアラビア名が使われていた。朔望月の日付は、インドの星宿起

源の名がつけられていたようであるが、その数は３０まであった。年には、太陽年(365日)

と太陰年（354日）の両方が用いられた。太陰年の計算には、120年周期と 8年周期が用い

られた。それらは、イスラーム暦の略算法である。 

 マレー半島の先住民は、「オラン・アスリ」と総称され、「セマン民族」（ネグリト）、「セ

ノイ民族」、「プロト・マレー民族」からなる。その文化については、Skeat and Blagden (1906) 

にまとめられており、同署によれば、プロト・マレー民族は、北と南のモンスーン、コメ

の収穫、果実の成熟を季節の目印にしていた。また、彼らは、太陽のほうに向けた棒の傾

斜によって時刻を知った(Skeat and Blagden, vol.I, p.393.)。セマン民族は、太陽と月は女

性で、それぞれに夫がおり、星々は月の子供であると考えていた。また、日月食は巨大な

蛇か龍が太陽や月を包み込み飲み込もうとするものと考え、非常に恐れていた (Skeat and 



Blagden, vol.II, pp.202-203.)。 

     (II.2.2) インドネシア諸島 

        (II.2.2.1) スマトラ 

比較的初期の東南アジア史の一つであるマースデンの『スマトラ史』（Marsden (1811, 

pp.193 – 194)）には、マレー人はイスラーム暦（１年は 354日）を使っているが、スマト

ラの本来の暦では、季節の循環によって年を把握していたことを記している。一日の中の

時刻は、太陽高度を指さして計った。金星は認識していたが、明けの明星と宵の明星が同

じであるとは気づいていなかった。日月食の時は、楽器で大きな音を立てたという。 

スマトラには、プロト・マレー人であるバタク民族やニアス民族など、そして、マレー

人であるアチェ民族、ミナンカバウ民族、ランポン民族などがいる。 

スマトラ島北部にいるアチェ民族の文化の詳細な記録としては、Hurgronje (1906) があ

り、暦法については、(p.194 ff.) に記されている。同書によれば、アチェ民族は、イスラー

ム暦を使っている。それぞれの朔望月の開始は、原則的には実際の観測によらなければな

らないが、多くの地域では、8年周期と 120年周期を使った計算法が用いられていた。そこ

では、354 日の平年に対して、8 年にに 3 回の閏年（355 日）がおかれた。この方法では、

120 年に 1 日過剰になるが、アチェ民族がその誤差の修正を行ったかどうか、Hurgronje

は見つけられなかったという。さて、イスラーム暦は季節と無関係であるが、アチェ民族

は農業民族であるから、季節の把握を必要とし、そのためには、星座が用いられた。アチ

ェ民族が知っていた星座は、オリオンの三ツ星、南十字、さそり座、プレアデス星団など

であり、金星も認識していたが、明けの明星と宵の明星は別々の星と考えていた。オリオ

ンの三ツ星を結ぶ線は、「キブラ」（メッカのカアバ神殿の方向）を示すと考えられた。こ

の考え方は、ジャワでも広く見られた。さそり座と月の会合は、季節の目印と考えられた。

一年には 13 回（時には 14 回）の会合がある。時には、プレアデス星団と月の会合も用い

られた。アチェ民族の航海術は、北東および南西のモンスーンに基づいていた。 

 スマトラ島中部にいるミナンカバウ民族の天文知識については、清野（1943, pp.492-493）

は、ドイツの民族学者 A. Maass の諸著作（20 世紀初頭の調査による）を参照しつつ、次

のように記している。一日の時刻は、太陽高度によって知られた。礼拝「アスル」につい

ては、午後１時ころ地面に棒を立て、その影が棒より長くなるまでの間に礼拝を終わるこ

とになっていた。１か月は、普通のイスラーム暦のように、新月から新月までである。季

節は、南、東、西、北のモンスーンによって区分され、また、雨季、乾季の区別もあった。

ミナンカバウ民族は、明けの明星、宵の明星、オリオンの三ツ星、さそり座を知っていた。

また、専門家は、北極星、彗星、惑星、大熊座、おとめ座、マゼラン雲などを知っていた

という。 

 スマトラ島南部にいるランポン民族は、通常イスラーム暦を使っているが、また、30 日

からなる１か月もつかっていたという (Ginzel (1906, p.426ff.)）。 

 スマトラ島の西方のニアス島に住むニアス民族は、Loeb (1935, pp.139-140) によれば、



プレアデス星団の初見から１年を始め、その１か月後から栽培を始めたという。１年は 12

の番号のついた太陰月に分けられ、1か月は、新月から満月と、満月から新月までの２つの

半月に分けられた。伝説によると、７人の子供（プレアデス）が空へ行き、両親と奴隷（オ

リオン）がついていったという。そして、かつては２つの太陽があって月はなく、星々は

太陽と月の子供たちであると伝えられているという。 

 また、ムンタウェイ諸島の人々は、Loeb (1935, pp.172-173) によれば、１年は西暦 6月

に始まり、それをプレアデス星団の位置によって確かめていたという。 

 トバ湖周辺のバタック民族は、独特の伝統暦を持っている (Winkler (1913/ 1989-1993) ; 

Kimball (1989-1993); 篠塚(1987))。バタック民族の暦は「ポルハラアン」(porhalaan)と呼

ばれ、竹製の円筒などに書かれている。そこには、毎月に対応する 12 または 13 のコラム

があり、すれぞれ 30日に対応する欄に分けられている。一年は、オリオンが夕方の西空で

見えなくなり、さそり座が夜明けの東空で見えるようになる時に始まる。新月が日没直後

にオリオンを通過するときにバタック暦の 1 年は始まる。現代のバタック民族は、曜日の

名称にアラビア語起源のインドネシア語名を用いるが、伝統的なバタック暦は、サンスク

リット語起源の曜日の名称を用いる。 

        (II.2.2.2) ジャワ 

 ジャワ島には、中央・東部のジャワ民族、西部のスンダ民族、東部および隣接するマド

ゥラ島のマドゥラ民族などがおり、いずれもマレー人である。 

 ラッフルズ(Raffles 1817, pp.473 – 479) は、ジャワの天文学についての初期の記述を与

えている。また、いくつかの初期の記録は Ginzel (1906, pp.422ff.) に集められている。ギ

アツ (Geerts, 1960, pp.77–81) は、ジャワの暦の宗教的な面について論じている。日本語

では、簡潔な高橋(1987)や、詳細な五十嵐(1987)がある。 

 ジャワの太陰暦は、マタラム王国の第３代の王、スルタン・アグン（Sultan Agung, 在

位 1613 – 1645）が確立した。それは、それまでの伝統的なジャワ暦とイスラーム暦を融合

したものであった。１日は日没から始まる。７日周期の週のほかに、「パサラン」(pasaran)

という５日周期も用いられる。１年は太陰年で、8年周期と 120年周期が計算のために用い

られる。通常の１年は 354 日であるが、8 年に 3 回の 355 日の年を入れる。さらに、120

年ごとに 1 日へらす。紀年法は、イスラーム暦のヒジュラ紀年のかわりにインド起源のサ

カ紀年を用い、AD 1633はジャワ紀年の 1555年であった。太陰年は太陽年より短いため、

ジャワ紀年は、太陽暦のサカ紀年とは、ずれていっている。 

 伝 統 的 な ジ ャ ワ の 太 陽 暦 は 、 ス ラ カ ル タ の 統 治 者 パ ク ブ ウ ォ ノ ７ 世

（Pakubuwono/Pakubuwana VII）(在位 1830-1858) によって AD 1855に改革された。そ

れは、夏至から始まり、正午におけるノーモンの影の長さにより、不等の長さ（二十数日

から四十数日）の 12 の月に分けられた。このような暦は「プラノト・モンソ」

（Pranotomongso/Pranatamangsa）と呼ばれている。また、ジャワ民族は、いくつかの星

座を認識していた (Daldjoeni and Hidayat (1987))。 



 「プラノト・モンソ」については、van den Bosch (1980) に詳細な議論があるが、夏至

から、41日、23日、24日、25日、27日、43日、43日、26~27日、25日、24日、23日、

41 日、という１２か月からなり、一見すると奇妙であるが、これは正午の太陽の影を等分

されたスケールで測っており、影がスケールの両端に位置する夏至の前後や冬至の前後で

は太陽の赤緯の変化に時間がかかることを考慮すれば、その時の１か月の長さが長くなっ

ていることに納得がいく。（下記の図３参照。） 

 

   （図３、ジャワのノーモン） 

 

最近、Ali Sastramidjaja (1935-2009) は、スンダ暦（Sunda Calendar (Kala Sundaと

もいう)）を再構築した (Sastramidjaja (1991/1998)). それは、スンダ太陽暦とスンダ太陰

暦からなる。スンダ太陽暦では、一年は夏至で終わり、１か月は 30 日か 31 日である。平

年は 365 日で、閏年は 366 日であり、4 年に一度、閏年を入れるが、128 年に一度、閏年

を平年とする。そうすると、一年は約 365.2422日となる。一方、スンダ太陰暦では、上弦

の半月
はんげつ

からの半月
はんつき

を“sukla paksa”と言い、下弦の半月
はんげつ

からの半月
はんつき

を“kresna paksa”と言う。

（つまり、インド式の半月
はんつき

と¼か月ずれている。）したがって、１か月は 29日か 30日にな

る。閏月はない。短い年（354 日）と長い年（355 日）の計算のためには、8 年周期と 20

年周期が用いられる。また、５日周期と７日の週なども用いられる。Sastramidjajaによる

と、彼が 1983 年から 1991 年までの研究によって再発見するまでは、これらの方法は知ら

れていなかったという。 

        (II.2.2.3) バリ 

バリ島には興味深い暦法の伝統があり、1930 年代の詳細な記述としては、コバルビアス

（Covarrubias (1937), 日本語訳(1991), pp.315 – 318）の記述がある。また、比較的新しい

詳細な記述としては、Eiseman (1990, Volume I) があり、また、Eiseman (1990, Volume II) 

には、バリ島いおける星の伝説について記述されている。さらに日本語では、永田（1985）

や五十嵐（2008）などがあり、特に後者は非常に詳細である。 

 バリの伝統的な暦法には、インド系の太陰太陽暦であるサカ暦（saka calendar）と、ジ

ャワ系の独特のパウコン暦（pawukon calendar）がある。 



 サカ暦は、コバルビアスによると、山地民であるバリ・アガ（原バリ人）の人々が使っ

ていたということである。その後、バリ島で広く使われるようになったが、その間、作者

による相違もあったという（五十嵐(2008)に詳しい。）。サカ暦の一日は日の出とともに始ま

り、暦月は、新月の翌日から新月（朔を含む日）までであり、新月の翌日から満月までの

白分と、満月の翌日から新月までの黒分に分かれる。サカ紀年は AD78 が 0 年で、五十嵐

によれば第 10月（Kadasa）の第 1日（コバルビアスによれば第 9月第 1日）が「ニュピ」

という、新年の始まりであり、春分に近い日である。１太陰月は 30太陰日に分けられ、63

日ごとに日付をとばし、64 太陰日＝63 暦日となる。置閏法は、30 太陰月に 1 閏月を加え

る方法と、19年 7閏があり、今日は 19年 7閏が用いられている（五十嵐(2008)）。 

 パウコン暦は、１４世紀にジャワのマジャパヒト王国がバリ島を支配した時期にもたら

されたという。これは、1日、2日、3日、4日、5日、6日、7日、8日、9日、10日の周

期からなり、「ウク（wuku）」という 7日の週の 30 週である 210 日が１年であり、この計

算法をパウコンという。 

        (II.2.2.4) 小スンダ列島 

 バリ島も小スンダ列島に含まれるが、ほかの島についても天文・暦法の記述がある。サ

ヴ島については、Cuisinier (1956)などがある。 

 宇野(1941, p.120)は、オランダ語の文献を参照しつつ、フローレス島のエンデ―地方では、

「赤豚」という星（アンタレスらしい）が夕方７時ころに西の地平線から 30度内外の高さ

に出る時期を畑の耕作を始める季節としていると述べている。エンデ―人は、赤豚が属す

る星座を「天秤」と呼び、その時期にプレアデス星団と思われる星が東の空に見えるとい

う。 

ティモールとその周辺の島々については、Maass (1924, 1926, pp.347 – 357)などがある。 

        (II.2.2.5) ボルネオ 

 ボルネオ島は、南方の約３分の２のインドネシア領（カリマンタン）と、北方の約３分

の１のマレーシア領（サバとサラワク）およびブルネイからなる。海岸部にはマレー人な

どが多く住み、内陸部などにはダヤク族と総称されるプロト・マレー人などが多く住んで

いる。 

 マゼランの世界一周の航海に同行したトランシルヴァーノによれば、1521 年に訪問した

ボルネオ島の住民たちは、太陽と月を主要な神と考えており、太陽は男性、月は女性で、

星たちは太陽と月の血縁の小さな神々であって、太陽と月に従属すると考えていたという

（長南(2011), p.313）。 

ボルネオにおけるいくつかの天文知識については、Hose and McDougall (1912) によっ

て記述さえている。ここでは、ダヤク族は、以下の６つの主なグループに分けられている。

すなわち、(1)Sea Dayaks (= Ibans), (2) the Kayans, (3) Kenyahs, (4) Klemantans, (5) 

Muruts, (6) Punans である。同署（Vol.1, pp.105 – 111）によれば、クニャー（Kenyah）

民族は、地面に垂直にノーモンを立て、その鉛直性はおもりを下げて確認し、正午の影の



長さを、刻み目をつけた棒で計って、農業のための季節を知ったという。一方、一部のカ

ヤン（Kayan）民族は、天井の穴を通る正午の太陽光線の位置を測定したという。また、

クレマンタン（Klemantan）民族は、水を満たした竹筒をしかるべき星の方向に向け、残

った水の量によって種まきの時期を知ったという。そして、海ダヤク（Sea Dayak）民族は、

プレアデス星団の方向によって季節を知ったという。同署（Vol.2, p.139）によれば、クレ

マンタン民族は、ペガサスの四辺形を倉庫、プレアデス星団を井戸、アルデバランを含む

星座を豚の顎と呼び、オリオンを人間の形に見立てていたという。 

 南カリマンタンなどの星の伝説について、Ammarell and Tsin (2015) に記述があり、そ

れによると、南カリマンタンのある地方では、オリオンの三ツ星がキブラを知るために使

われている。また、ブギス民族（マレー人）は南十字（「凧の星座）を航海術に使っていた

ことなどが記されている。 

 中部ボルネオを 1913~1917年に調査した Lumholtz(1920-21, Vol.2, pp.441~444)によれ

ば、南西ボルネオのダヤク族である Katingan民族は、７本の傾けたノーモンを使い、太陽

が中央の垂直のノーモンの真上に来るとき（すなわち天頂付近に来るとき）が種まきに最

適であるとしていたという。（下記の図４を参照。） 

 

  （図４、ボルネオのノーモン） 

 

 西カリマンタンのマロー(Maloh)民族（プロト・マレー人）は、King (1985, p.156) によ

ると、星を農業の周期の開始と種まきの時期の決定のために利用していたという。もっと

も重要なのは“bintang tuju” (プレアデス星団)で、また、“bintang talu” (オリオン) も知ら

れていたという。 

北ボルネオの諸民族の伝統的な天文・暦法については、Evans (1922), (1923), (1953) が

ある。 

  サラワクのイバン民族（海ダヤク）は、Freeman (1970, pp.171 – 172))によれば、“bintang 

banyak” (プレアデス星団), “bintang tiga” (オリオン) and “bintang tangkong peredah” (シ



リウス) を季節を知るために使っていた。イバン民族の農業年は夜明けにプレアデス星団が

見え始める時から始まったという。 

        (II.2.2.6) スラウェシ 

 スラウェシ島には、海岸にマカッサル民族、ブギス民族などのマレー人が住み、内部に

プロト・マレー人であるトラジャ民族が住んでいる。 

 ダーウィンと同時期に進化論に着想した有名な博物学者ウォレスは、著書『マレー諸島』

（Wallace (1869); 日本語訳：(1991)など、）において、マカッサル発の船で使われていた興

味深い航海術について記述している。そこでは、羅針盤などの他、ココナッツ殻の半分の

底に小さな穴をあけたものが水時計として使われていた。これをバケツの水に浮かべると、

ちょうど１時間でしずんだという。なお、このような水時計は、インドで広く用いられて

いた（インドについては Ôhashi (1994)参照）。（下記の図５、A, B は、インドのラージャ

スターン州のコーター（Kota）にある Rao Madho Singh Museum の水時計を筆者が撮影

したもの。Cは、ウォレスの記述に基づく創造復元図。） 

 

  （図５、インドの水時計（Ａ、Ｂ）と、ウォレスが記述した水時計（Ｃ）） 

 

山下(1988, p.81)は、トラジャ民族の天文・暦法について記述している。そこでは、１年

は３季節に分けられ、星々が季節を知るために使われた。それを、“pentiro taunan” （「年

見」）と言った。その星々とは、 “Lemba” (大熊), “Bunga’” (プレアデス星団), “Manuk” (南

十字) などである。これらの星々が、明け方に見える季節（１１月下旬～３月下旬）、宵に

見える季節（３月下旬～７月下旬）、隠れる季節（７月下旬～１１月下旬）、という３季節

に分けられたという。 

ブギス民族の航海術については、Ammarell (1999)、脇田(2010) 参照。 

        (II.2.2.7) モルッカ 

マゼラン自身の死後も継続された最初の世界一周の航海（1519 – 1522）を記録したピガ

フェッタの記録には、ティドーレ島（モルッカ諸島の島）の王は、イスラム教徒で占星師

であったと記されている（長南(2011, p.166)）。また、トランシルヴァーノの記録には、テ

ィドーレ島の王は、星の運行によって戦隊の来訪を知っていたと述べたという（長南(2011), 

p.324））。これは天文学ではないが、人々が星に興味を持っていたことを示すと言える。 

 モルッカ諸島の天文学については、Maass(1924, pp.364 – 373)も参照。 



     (II.2.3) フィリピン諸島 

 フィリピンでは公式には西暦が用いられているが、伝統的な暦法については、Zaide (1961, 

p.38)や梅原(1987)などの紹介されている。 

 北部ルソン島のイフガオ民族は、１か月が 28日、１年が 13 か月プラス１日の 365日か

らなる暦を使っていたという。 

 スペイン時代初期の 1582年に書かれたビサヤ地方（ルソン島とミンダナオ島にはさまれ

た島々）の暦の記録によれば、１年は１２か月に分かれ、そのうち８つが名称を持ち、プ

レアデス星団が現れる時が年初であったという。Zaide によれば、１２か月は、最後の 26

日以外は 30日であったという。 

 合田(1989, pp.56 - 71)は、ルソン島北部山地のボントック民族の暦について、1970年代

から 1980年代の調査に基づいて報告している。そこでは、１年は、稲の収穫が終わって新

たに水牛を使った 10~11 月頃に始まり、１年は４季節に分かれ、自然のサイクルに従って

おり、月齢との直接の関係はなかったという。しかし、月の満ち欠けは認識されていたと

いう。 

 ミンダナオ島のダバオ地方の天文・暦法については、Cole (1913)に記述されている。 

  Schlegel (1987-1988) は、Tiruray（ミンダナオ島の高地民族）の暦法について報告して

いる。 

 なお、フィリピンの天文民俗学については、Ambrosio (2910) がある。 

(II.2.4) アンダマン・ニコバル諸島 

 アンダマン・ニコバル諸島は、インド領であるが、文化的には東南アジア島嶼部と関係

が深い。 

 アンダマン諸島における天文知識については、Radcliffe-Brown (1933, p.141 – 150) に

記述がある。 

 ニコバル諸島における天文知識については、Man (1897) に記述がある。 

 

III. 結論 

 

 東南アジアの伝統天文学を形成している複合的な諸要素の解明は興味深いことである。

ひとつの地域の伝統天文学を深く研究すると同時に、諸地域の伝統天文学の比較研究も必

要である。 

 また、東南アジア島嶼部は、赤道に近いこともあり、時刻の決定などに、かなりの独自

性が見られる。 

 さらに、下記の図６のように、最近、アジア、特に東南アジア地域の天文民俗学につい

ての著作が刊行され、興味深い（左から、Saibejra (2012), Phengkēw (2009), Ambrosio 

(2010), 海部(2014)。）。 



 

 （図６、東南アジア関係の天文民俗学の書籍の表紙） 

 

 東南アジアの独自の星座には、互いに関連するものもあり、下記の図７は、オリオンに

相当する星座であるが、A と B がビルマのチャウットージー・パゴダの星座（亀）、C が

Saibejra (2012) に基づくタイの星座で、亀と鋤、Dが Ammarell (1996) に基づくジャワ

の星座で、鋤である。ちなみに、フィリピンではオリオンは上記 Anbrosio (2010) の表紙

に見られるような、野生鳥獣捕獲用のわなとみなされており、“balatik”とは、そのわなの

ことである。 

 

    （図７、オリオンに相当するビルマ(A, B)、タイ(C)、ジャワ(D) の星座） 

 

 また、暦法の重層構造も興味深いもので、筆者はタイの暦法のインド系要素と中国系要

素の重層性の可能性を論じたことがある（Ôhashi (2002), (2006), 大橋(2009)）。 

 本稿は、今後の東南アジア天文学史に向けての序論にすぎない。今後さらに、その複合

的重層構造の解明へと研究を進めていかなければならない。 
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